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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】脊椎内視鏡手術で、手術操作が可能なより細い
極細の円筒型チューブラーレトラクターを提供する。
【解決手段】脊椎内視鏡手術に用いられるチューブラー
レトラクターであって、円筒形の外筒３と、外筒３の側
面に入れられた縦割４を有し、外筒３内に挿入された内
視鏡が縦割４に密着することで操作空間が広がる。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　脊椎内視鏡手術で、側面に縦割（スリット）を入れ、内視鏡がそこに密着することで操
作空間が広がる極細の円筒型チューブラーレトラクター
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この考案は硬性内視鏡である脊椎内視鏡の円筒型チューブラーレトラクター関する。
【背景技術】
【０００２】
脊椎内視鏡手術は通常、外径１６ｍｍ、内径１５ｍｍ、長さ６～９ｃｍほどのチューブラ
ーレトラクターと呼ばれる金属製円筒の中に直径３～４ｍｍ、長さ６～９ｃｍの円柱形の
硬性内視鏡を入れて行われる。この金属製円筒の中で手術操作を行うが、チューブラーレ
トラクターを外径１３ｍｍよりも細くしようとすると操作空間が狭くなり、また内視鏡が
邪魔になるので手術機器の挿入や手術操作が著しく困難となる。
【先行技術文献】
【０００３】
【非特許文献】
【非特許文献】吉田宗人著　内視鏡下脊椎後方手術の実際　２００５金芳堂
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
脊椎内視鏡手術で、手術操作が可能なより細い極細円筒型チューブラーレトラクターを作
ること。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
以上の課題を解決するために、円筒型チューブラーレトラクターの側面に内視鏡の直径よ
りやや細い縦割（スリット）を入れ、内視鏡がそこに密着することで操作空間が広がり、
手術操作のしやすい極細の金属製円筒型チューブラーレトラクターを考案した。
【考案の効果】
【０００６】
内視鏡が極細円筒型チューブラーレトラクターの側面の縦割（スリット）部に密着し、操
作空間を広げることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】この極細円筒型チューブラーレトラクターの一実施形態を示す正面やや下方から
の写真である。
【図２】後方やや下方からの写真である。
【図３】内視鏡を取り付けた状態の極細円筒型チューブラーレトラクターを下から見た模
式図である。
【考案を実施するための形態】
【０００８】
この考案の極細円筒型チューブラーレトラクターの実施形態を図１、２、３に示す。
円筒型チューブラーレトラクターの側面に内視鏡の直径よりやや短い縦割（スリット）を
入れた。手術時には側面壁に内視鏡が密着し、操作空間が広がっている。また内視鏡を設
置した時に、内視鏡が縦割部に安定するように、頭部に縦長の細い突起を作った。内視鏡
とチューブラーレトラクターを接続するアタッチメントというプラスチック製の道具がこ
の突起にうまくはまり、内視鏡がチューブラーレトラクターの中で回転しないように工夫
した。
【０００９】
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「実施形態の効果」
通常のチューブラーレトラクターに内視鏡を設置すると、両者に約２ｍｍの隙間がある。
内視鏡の直径が４ｍｍとすると、例えば外径１１ｍｍ、内径１０ｍｍの通常形状のチュー
ブラーレトラクターでは、操作空間は断面図では径４ｍｍ程度になってしまう。
側面に縦割（スリット）が入ったこの実施形態によれば、同じ極細円筒型チューブラーレ
トラクター内壁の縦割部に内視鏡が密着し、約７ｍｍ径の操作空間を確保できる。
内視鏡とチューブラーレトラクターはアタッチメントというプラスチック製の部品で固定
されるが、手術では内視鏡を浅くしたり、奥に持っていったりすることが必要である。そ
のためチューブラーレトラクターの頭部に、縦方向に細長い突起を設けた。この突起がア
ッタチメントの溝にうまくはまり、安定しかつ潤滑に動けるようにした。また内視鏡がチ
ューブラーレトラクターの中で回転することを防いでいる。
この考案の極細円筒型チューブラーレトラクターの実施形態を図１、２、３に示す。
【００１０】
「他の実施形態」
頭部の細い突起は、なくてもかまわない。
【符号の説明】
【００１１】
１．チューブラーレトラクターと内視鏡を接続固定する頭部
２．手術台と固定するための接続部
３．チューブラーレトラクターの外筒
４．側面に入れた縦割（スリット）
５．内視鏡と接続するアタッチメントが安定して固定できるように作った突起
６．内視鏡先端のレンズ
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【図１】
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【図２】
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【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月30日(2015.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
脊椎内視鏡手術に用いられるチューブラーレトラクターであって、
円筒形の外筒と（３）と、
当該外筒（３）の側面に入れられた縦割（４）を有し、
当該外筒（３）内に挿入された内視鏡が当該縦割（４）に密着することで操作空間が広が
ることを特徴とする円筒型チューブラーレトラクター。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
この考案は硬性内視鏡である脊椎内視鏡の円筒型チューブラーレトラクター関する。
【背景技術】
【０００２】
脊椎内視鏡手術は通常、外径１６ｍｍ、内径１５ｍｍ、長さ６～９ｃｍほどのチューブラ
ーレトラクターと呼ばれる金属製円筒の中に直径３～４ｍｍ、長さ６～９ｃｍの円柱形の
硬性内視鏡を入れて行われる。この金属製円筒の中で手術操作を行うが、チューブラーレ
トラクターを外径１３ｍｍよりも細くしようとすると操作空間が狭くなり、また内視鏡が
邪魔になるので手術機器の挿入や手術操作が著しく困難となる。
【先行技術文献】
【０００３】
【非特許文献】
【非特許文献】吉田宗人著　内視鏡下脊椎後方手術の実際　２００５金芳堂
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
脊椎内視鏡手術で、手術操作が可能なより細い極細円筒型チューブラーレトラクターを作
ること。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
以上の課題を解決するために、円筒型チューブラーレトラクターの側面に内視鏡の直径よ
りやや短い縦割を入れた。円筒型チューブラーレトラクター内に挿入された内視鏡が縦割
に密着することで操作空間が広がり、手術操作のしやすい極細の金属製円筒型チューブラ
ーレトラクターを考案した。
【考案の効果】
【０００６】
内視鏡が極細円筒型チューブラーレトラクターの側面の縦割部に密着し、操作空間を広げ
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】この極細円筒型チューブラーレトラクターの一実施形態を示す正面やや下方から
の写真である。
【図２】後方やや下方からの写真である。
【図３】内視鏡を取り付けた状態の極細円筒型チューブラーレトラクターを下から見た模
式図である。
【考案を実施するための形態】
【０００８】
この考案の極細円筒型チューブラーレトラクターの実施形態を図１、２、３に示す。
円筒型チューブラーレトラクターの側面に内視鏡の直径よりやや短い縦割を入れた。手術
時に内視鏡をこのチューブラーレトラクターに挿入すると、内視鏡は縦割部に密着するの
で、操作空間が広がっている。また内視鏡を設置した時に、内視鏡が縦割部に安定するよ
うに、頭部に縦長の細い突起を作った。内視鏡とチューブラーレトラクターを接続するア
タッチメントというプラスチック製の道具がこの突起にうまくはまり、内視鏡がチューブ
ラーレトラクターの中で回転しないように工夫した。
【０００９】
「実施形態の効果」
通常のチューブラーレトラクターに内視鏡を設置すると、両者に約２ｍｍの隙間がある。
内視鏡の直径が４ｍｍとすると、例えば外径１１ｍｍ、内径１０ｍｍの通常形状のチュー
ブラーレトラクターでは、操作空間は断面図では径４ｍｍ程度になってしまう。
側面に縦割が入ったこの実施形態によれば、同じ極細円筒型チューブラーレトラクター内
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壁の縦割部に内視鏡が密着し、約７ｍｍ径の操作空間を確保できる。
内視鏡とチューブラーレトラクターはアタッチメントというプラスチック製の部品で固定
されるが、手術では内視鏡を浅くしたり、奥に持っていったりすることが必要である。そ
のためチューブラーレトラクターの頭部に、縦方向に細長い突起を設けた。この突起がア
ッタチメントの溝にうまくはまり、安定しかつ潤滑に動けるようにした。また内視鏡がチ
ューブラーレトラクターの中で回転することを防いでいる。
この考案の極細円筒型チューブラーレトラクターの実施形態を図１、２、３に示す。
【００１０】
「他の実施形態」
頭部の細い突起は、なくてもかまわない。
【符号の説明】
【００１１】
１．チューブラーレトラクターと内視鏡を接続固定する頭部
２．手術台と固定するための接続部
３．チューブラーレトラクターの外筒
４．側面に入れた縦割
５．内視鏡と接続するアタッチメントが安定して固定できるように作った突起
６．内視鏡先端のレンズ
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